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【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

H28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 健康福祉部子ども総合センター
03040-1 放課後児童クラブ費 室名 子ども家庭室

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 就労等により保護者が昼間家庭にいない小学生

③
指
標

施策の方向 02:すべての子育てを支援するしくみづくり 項 児童福祉費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 児童福祉総務費

施
策
体
系

基本施策の大綱 05:次世代を担う人づくりと歴史文化の振興 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 02:子育て支援 款 民生費

単位

国庫支出金 25,773 22,405 所要人員 1.00

人
件
費

総人件費 7,323
事業費 89,389 81,728 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

県支出金 27,061 22,912

再
掲

翌年度への繰越額

その他 50 50 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

⑤
事
業
の
評
価

総合判定

平成28年度当初に、亀山東小学校区に新たな放課後児童クラブを開設したことで、待機児童の発生を未然
に防止するとともに、事業の実施により、子どもたちに安全で健やかに過ごせる居場所を提供することがで
きた。
また、事前利用希望調査により、平成29年度には井田川小学校区、川崎小学校区及び関小学校区で待機
児童が発生することが見込まれ、これを解消するため、平成28年度中に3支援の単位の放課後児童クラブ
の開設を支援した。

Ａ
順調に進んだ

利用希望調査から放課後児童クラブの利用希望者が増加傾向にあることから、今後においても待機児童の発生が懸念さ
れる。

子ども・子育て支援事業計画に基づき、放課後児童クラブの充実に取り組むとともに、教育委員会と連携し、放課後児童
の居場所など今後あり方について検討する。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 7,323

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
各放課後児童クラブへの指定管理料及び補助金額
１．指定管理料  　２８，９５４，２００円
とちの木（東小学校区）：2,590,500円
くれよんくらぶ1番地（井田川小学校区）：8,080,050円
くれよんくらぶ2番地（井田川小学校区）：7,390,900円
さくらクラブ（関小学校区）：10,892,750円
２．補助金　　４９，５５５，２００円
おひさま（西小学校区）：4,812,800円
おつきさま（西小学校区）：5,421,400円
スマイル（南小学校区）：1,538,000円
日の本クラブ（井田川小学校区）：5,888,000円
やなぎっ子クラブ（神辺小学校区）：5,527,500円
遊友クラブ（昼生小学校区）：5,488,000円
あおぞらくらぶ（川崎小学校区）：5,224,000円
日の本クラブ（川崎小学校区）：5,133,000円
ルンビニ児童館（野登小学校区）：2,752,000円
どんぐりの家（加太小学校区）：2,963,000円
日の本クラブ（東小学校区）：4,807,500円

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 子ども家庭室長　青木 正彦

目
的

概
要

保護者の就労支援など、昼間家庭に保護者がいない小学生１年生から６年生までの児童を対象に、安心して遊び
過ごせる居場所として市内１１小学校区のうち１０小学校区に１６の放課後児童クラブを設置している。

昼間、家庭に保護者がいない小学生児童が安心して過ごせる居場所をつくるとともに、児童の健全な育成を図る。

２７年度

総コスト 89,051

一般財源 36,505 36,629

7,323 平均給与額×③

実績値

２８年度

16
施設

484

15
施設

471

①

②

補足

名称

名称

補足
人

計画値

人

実績値
単位

計画値
放課後児童クラブ設置数
補助金等の交付額

放課後児童クラブ利用者数


